
 
 

《本日の例会》 
 

 
 
 
 
 
 
 

進 行   竹並栄一郎 ＳＡＡサブ 

点 鐘   午後１２時３０分 渋谷修身 会長   

国歌斉唱 「君が代」 

ソング   ｢奉仕の理想｣ 

来訪者  青少年交換来日学生 ナターリアさん 

 
〔会長の時間〕    渋谷修身 会長  
 

 皆さん今日は。  

第１例会ですので来日学生のナタ

ーリアさんが来ておりますので紹

介します。 

 幹事からも報告があると思いま

すが、2570 地区第４グループのＩ

Ｍが２３日に埼玉グランドホテル深谷で行われま

す。近くでもありますし、多数の会員の参加をお

願いいたします。 

 又、次週は職業奉仕委員会が計画しました職場

訪問として、新町自衛隊の見学がありますので、

これにも大勢参加してください。 

 さて、２月は世界理解月間です。後程、古瀬会

員に国際奉仕委員会の立場として卓話をお願いし

てあります。宜しくお願いします。 

 本日１１時より今月の理事会が開催されました

ので、主なものを報告いたします。 

・ 今年度の地区大会は４月１４・１５日の土・

日に行われます。１４日は出席者も限られて

おりますし、会場も池袋ですので問題ないの

ですが、１５日は和光で開催される為本庄か

ら行きづらいので、バスを用意することが決

まりました。 

 

・ 本庄市青少年育成市民会議の理事として矢島

淳一さん、評議員として温井一英さん、中村

孝さんの２名を推薦いたしました。ご面倒を

掛けますが宜しくお願いいたします。 

・ 今年度後半を含めまして、次年度に向けての

地区セミナーが今後、次々と行われますが 

先ず２月３日クラブ奉仕部門セミナーには岡

崎会長エレクト、下山副会長が出席します。

米山奨学部門が同じく２月３日に行われます

が欠席します。２月１７日ロータリー財団セ

ミナーが行われますが、岡崎会長エレクトと

杉山淑子さんが出席します。 

以上宜しくお願いいたします。 

 

〔幹事報告〕     佐藤賀則 幹事 
 

・ＩＭの資料が入り口の所に 

ありますので、お持ちくだ      

 さい。又、出欠の確認のＦ   

 ＡＸをお送りしましたので 

 早めの返信をお願いいたし 

 ます。 

・上里ロータリークラブ主催によります講演会

の参加の依頼が来ております。 

講師は飯島秀昭さん昭和２５年生まれで上里

町出身です。今現在はブラジルに美容サロン

を２７店舗、アカデミー学校３校、関連会社

２社、従業員が約千人位との事です。京セラ

の稲盛和夫氏、イエローハットの鍵山秀三郎

氏と出会いトイレ掃除の勉強をしたり等の話

を２月７日（水）６時３０分より上里町小菊

で開催されます。講演会は無料ですが、チャ

リティー募金をお願いしたいとのことです。 

・ 雑誌、ザ・ロータリアンが来ております。 

・ 2008～2009 年度国際親善奨学生募集ポスター

が届いております。公共施設に貼って頂きた

いという依頼が届いておりますが、野沢財団

委員長にお渡しいたしますので掲示をお願い

します。 

 

 

世界理解月間 
卓 話 

「世界理解月間」によせて 
古瀬末雄 国際奉仕副委員長 
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［表彰］     渋谷修身 会長 
 

マルチプル米山功労者 今泉憲治会員 
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〔挨 拶〕 青少年交換来日学生 
          ナターリアさん 

  

皆さん今日は。 

私は日本に来てから 5ヶ月が

経ちました。もう半分過ぎま

した。 

 今、私は温井さんのところ

でホームステイをしています。 

お父さんはとても面白いです。お父さんの話は全

部なまりです。ね、だんべ。 

お母さんはとても良い人です。お母さんのお弁

当はすごく美味しいです。 

 1 月にＤＩＳＮＥＹへ行ってきました。渋谷お

母さんと一緒に泊まりで行きました。最初の日は

ＤＩＳＮＥＹ ＳＥＡ とても楽しかったです。

お昼のＰＡＲＥＤＯを見ました。きれいですばら

しかったです。そのあとは ＧＥＴ ＣＯＳＴＥ

Ｒと ＴＯＷＥＲ ＯＦ ＴＥＲＥＯＲ 一番新

しいのに乗れました。すごくおもしろかったです。 

次の日は ＤＩＳＮＥＹ ＬＡＮＤ ぜんぶ乗

れました。夜のパレードも見ました。とてもきれ

いで夢みたいな感じで、写真をいっぱいとりまし

た。 

この 2 日間 ＤＩＳＮＥＹ はとてもすいてい

たので良かったと思います。 

 ブラジルでは掃除も洗濯もしませんでした。で

も日本に来てから自分でしています。 

 きのう日帰り温泉に行ってきました。気持ち良

かったです。 

 これからもどうぞ宜しくお願いします。どうも

ありがとうございました。 

 

 

萩原達夫 親睦委員長 
 
［２誕生祝］ 

（敬称略） 
 沼田恵義 金子 弘 境野三郎 渋谷修身 

古瀬末雄 竹並紀松 後藤芳生 茂木 聡 

松原幹男 横尾弘明 金井福則  

 

 
・代表挨拶     沼田恵義 会員 
  

 本日は、誕生日をお祝い頂き

ありがとうございます。 

 本庄に単身赴任して早や 3 年

9 ヶ月が経ちました。赴任当時

小学生だった２人の子供も、下

の娘が今春中学になります。な

かなか本庄の私のアパートにも遊びに来てくれな

くなりましたが、また機会をつくって呼ぼうと思

っています。明日で４６歳の若輩者ではあります

が、諸先輩に負けないようこれからも頑張って行

こうと思いますので、宜しくお願いいたします。 

 
［２月結婚祝］ 

（敬称略） 
 田中 克 小此木昭二 関根 貢 境野三郎 

 沼田恵義 萩原達夫   
 

 

・代表挨拶      田中 克 会員 
 

 本日は結婚祝いありがとうご

ざいました。 

本日２月１日が結婚日であり

ますが、多分４３回目の祝日に

なりますが、夫婦共仲良く過ご

しております。 

 今後共ロータリーライフを楽しみながら、健康

に留意して人生をエンジョイしたいと思っており

ます。 

 今後共よろしく皆様方のご指導をお願いいたし、

お礼の挨拶といたします。 

 



〔委員会報告〕 
 

★職業奉仕委員会   三宅健吉 委員長 
 

 職業奉仕委員会の職場訪問

を自衛隊新町駐屯地２月８日

午後１時３０分より実施いた

します。 

 今日現在２０名の参加申し

込みを頂いておりますが、ま

だの方はお申し込み頂きたいと思います。 

 

★ ロータリー家族委員会  
石原 修 委員長 

 

 ロータリー家族親睦旅行の

ご案内を先日ＦＡＸにて電送

してありますが、２月２２日

（木）が締め切りとなってお

りますので、まだ日にちがあ

りますが、出欠の連絡をお願

いいたします。 

 

★ ロータリー財団委員会 
    野沢章夫 委員長 

 

１）ロータリー財団国際親善奨

学生募集要項についてのお

知らせ。 

詳細は事務局においておき 

ます。 

２）ロータリー財団への年次寄付のご報告 

２６名の会員にご協力いただき、３２００ドル

を入金出来ました。また月間に卓話を頂いた梅

澤様よりの申し出で車代をポリオプラスに寄付

いたしました。総額で３８３，５００円になり

ました。ご協力ありがとうございました。 

 

★アイバンク委員会 中村 孝 委員長 

 
 皆さん今日は。いつもアイ

バンク献眼登録にご協力頂き

ありがとうございます。 
 今月、来月の２ヶ月をアイ

バンク登録月として登録者を

増やしたいと目標を掲げてお

ります。今まで協力頂いてい

る方も多くおりますが、是非、１人１名の登録者

を皆様にお願いいたします。 
実際に献眼して頂くことが目標なのですが、ま

ず登録者を増やして意識を高めて頂きたく、本日

登録カードをお配りいたしますので、会員の皆様

方のパートナー、親族や従業員の方などの登録を

是非、宜しくお願いいたします。 
 
 
 

例会プログラム 
 
プログラム委員会   茂木 正 委員長 
 

 本日は国際奉仕委員会橋本

委員長のお働きにより、パス

ト会長でもあります古瀬末雄

会員の卓話をお願いいたしま

した。 
 パスト会長としても国際奉

仕にも理解が深く、ロータリ

ー活動に邁進されて参りました。近年ロータリー

が変わりつつあると言われますが、四大奉仕委員

会の活動が根幹であることはこれからも変わらな

い。ロータリーの発祥の地であるアメリカのロー

タリーはメイフラワー号のイングランドからの移

民に端を発し、その頭初から奉仕の理想を掲げら

れていたものです。 
 口語、人種、宗教の異を越えてロータリーの理

想を求めて行きたいものです。 
 
 
卓 話 「世界理解月間によせて」 
 

国際奉仕委員会 古瀬末雄 副委員長 
  
 皆さん今日は。今月はロ

ータリーの世界理解月間と

言うことで国際奉仕委員会

に卓話をする様に指示され

ました。 
 早速、橋本委員長から私

を指名されましたが、当初

は気が進まず固辞しておりました。と申しますの

は最近地区情報委員長の卓話がありまして、ロー

タリーの本部ではロータリーの考え方が随分と違

って来ていると具体的な例を挙げておられました。 
 事実、昔青少年交換委員会は国際奉仕部門でし

たが、今は社会奉仕部門に入っております。又こ

の国際奉仕委員会の活動内容もロータリー財団、

米山奨学会等、財務上の奉仕や毛布やワクチンの

供与とかの物質的奉仕が中心となっていて、国際

交流と言う心の奉仕がおろそかになっている様だ

との事でした。であるならば、私が係わって来た

のは国際奉仕の中でも青少年交換委員会であった

し、それも２０年も前の話だからです。 
 ところが、今年１月のロータリーの友を見て愕

然としました。ウイリアム・ボイド会長が「ロー

タリーの根幹」と題するメッセージの中で「四大

奉仕の根幹が変わらない事、ＤＬＰやＣＬＰと言

った組織はこの四大奉仕活動をより効果的にする

ものだとの趣旨でございます。 
 私はかねてから世の中には「不易・流行」と言

う言葉があります様に、変わってはならない事と

変わるべきものがあると思っております。ロータ

リーの根幹が変わらないとするならば、私のロー



タリーライフもまんざらでは無かったと安堵致し

ました。 
 ついでに申しますと同じくロータリーの友１月

号に「ロータリーにＮＯはあるか？」と言う石川

県のロータリアンからの投稿がありました。私が

ロータリーに入会した頃、先輩から口癖の様に言

われたのは「ロータリーにＮＯは無いよ」との教

えでした。勿論、場合によってはどうしてもＮＯ

の言わざるを得ない場合もありますけれども少々

面倒臭いからとか、楽をした方が良いとかと言う

事で奉仕活動に参加しない事があってはならない。

そう言う様な真のロータリアンとしての心掛けを

言ったものです。何処のロータリーでも同じよう

な事があるのだと思いました。 
 この様な経過を経て、今日の卓話を引き受ける

事にしました。少々くどくなりましたが、これは

ロータリーを理解する為のブレーン・ストーミン

グだと思って戴きたいと思います。 
 さて本題のロータリーの世界理解月間でござい

ますが、これは１月のロータリー理解月間と同時

にロータリーの根幹に係わるテーマでございます。 
世界理解月間について言えば各々の国の歴史、宗

教、道徳、風俗、習慣等を知らなければなりませ

ん。 
 先ずロータリーはご承知の様にアメリカで誕生

しました。アメリカは５００年前にヨーロッパか

ら自由と平等を求めてアメリカ大陸に降り立った

清教徒達が最初の移民でした。そこでは先ず国造

りの為に自分達の出来ることを積極的に行うと言

う当事者意識の旺盛な人達でした。 
 一方日本は既に２０００年も前から国の形があ

って、そこで稲作をしながら生活をしていたので

す。稲作と言うのは川上の方から田植えをして川

下の方へ移るのですが、農民たちは上流から下流

へと協同で以って作業に従事した訳です。従って

農民たちは如何にして周囲の人達と仲良く出来る

かを考える所謂、適応社会であった訳です。近年

の談合問題もその流れにあると思います。勿論日

本でも勤労奉仕と言うのがありましたが、これは

お上の命令で行ったもので、無報酬だったのを奉

仕と呼んだに過ぎません。 
 私達が世界を理解する為には国際交流が欠かせ

ませんが、この場合先ず突き当たるのが言葉の壁

です。然し僅かな単語を使っても身振り、手振り

で、所謂ボディランゲージをするとか、或いは握

手したり、ハグ（抱き合う）などのスキンシップ

をする事で気持ちが通じ合えば良い訳です。よく

外国人が日本人は恥ずかしがり屋だ（バッシュフ

ル）と言います。何も話せないのが当たり前です

から恥ずかしい事はないのです。 
 余談ですが、東京府中の刑務所には４６ヶ国の

囚人がいて３５ヶ国の言葉が交わされているそう

です。ロータリーの加盟国は１６８ヶ国ですから

とても覚えられる訳ではありません。要は心から

接する事です。 
 ロータリーの世界理解がロータリーの根幹とい

うのはどの様な事を言うのでしょうか。先ず個人

的な交流から始まって、クラブ同志、それから国

同志の交流を広げて行って全世界の平和をもたら

す事を最終の目的とする。つまり国際交流、国際

親善を図ることが世界理解の最終の目的であると

思います。 
 その意味で当クラブに於ける歴史を振り返って

みることに致します。 
 先ず青少年交換ですが、これは１９７６～７７

年度、故新井金吾(元若泉ホテル社長)黒岩幹事の時、

地区の方から要請されたのが始まりです。当時私

が国際奉仕委員長で私の方に相談があったのです

が、先ず困ったのはホストファミリーを誰にする

かです。学校の関係でどうしても本庄に住まいが

なければなりません。なにしろ３０年前ですから

今とはかなり生活環境が違います。トイレ、寝具 
食事それに会話を含め意思の疎通を如何に図るか、

誰にホストを頼むか困ってしまいました。 
 偶々食事の時、隣に居た関口さんに話した所自

分の家で面倒を見ても良いとの事、聞いてみると

奥さんがアメリカの市民権を持って居ると言う話

で、安心して引き受けて貰う事に致しました。 
 最初の娘はレオーネ・ダグラスと言いました。

外国人の名前は我々には覚え難いので何か良い方

法は無いかと考えました。当時、丁度田中角栄の

ロッキード事件で世間が騒がしかったので、先ず

ロッキード社のダグラスを持って来ました。また

自動車では当時人気のあったのは富士重工のスバ

ルレオーネでした。このレオーネとダグラスで自

動車と飛行機の名前ですと紹介しました。当時は

全県１区の２５７地区で地区内で１０人の交換を

していました。主に埼玉県の南部、大宮、浦和、

川口、川越と言った所のクラブが中心で県北では

殆ど交換はしていませんでした。ですから都市連

合ＩＭでは学生を連れて行く様に頼まれて行き、

紹介するのに自動車と飛行機の名前でございます

と言うと失笑されたことが思い出されます。 
 その後１０年経ちまして再び関口さんの会長の

時２回目の青少年交換を行い、それ以後は殆ど毎

年の様に交換を行って来ました。 
受け入れ国はオーストラリア６名・アメリカ・

カナダ・フィリピン・ブラジル計８名オランダ１

名スペイン１名の合計１６名 
派遣先はオーストラリア５名・アメリカ４名・

ブラジル３名・フィリピン１名・オランダ１名・

スペイン１名合計１５名です。 
 当クラブ関係の派遣では真下事務局員の長男、

高橋ＰＧの３男、関口さんの２女の３人です。 
 次はクラブの交流について申し上げます。当ク

ラブで行った親善訪問は第１回が１９９３～９４

年度塚越会長、加藤幹事の時が台北(台湾)のクラブ

訪問です。この時は台北のクラブに日本語の出来

る人がまだ数人いて話が弾んだ事、中には教育勅

語や日本の軍歌を覚えている人も居ました。 
 第２回は４０周年を記念したフィリピン訪問で

した。加藤会長を団長に国際奉仕委員長がスケジ

ュール、渡航手続きから写真入の名刺など随分と



骨折って頂きました。又、関口夫人にも同行して

貰い完全な親善交換が出来たと思っています。 
 
 
 
 
〔ニコニコボックス〕 塚越 茂 委員長 

         （順不同・敬称略） 
 
世界理解月間です。古瀬会員本日は卓話を宜しく

お願いします。 
（同文にてご投入頂きました） 

 
 
渋谷修身 戸谷 丈 金子 弘 田中 克 
浅香 匡 坂本雄一 真下恵司 高柳育行 
立石秀寿 中島高夫 下山正男 三宅健吉 
橋本恒男 矢島淳一 岡崎正六 竹並栄一郎 
塚越 茂 春山茂之 野村正行 梅村孝雄 
斉藤清一 茂木 聡 佐藤賀則 内野昭八郎 
茂木 正 萩原達夫 岩渕富男 小此木昭二 
横尾セツ 沼田恵義 藤井 仁 今泉憲治 
中村 孝 
 
 
本日は第一例会です。暖冬ですが気候が不順な

ので体調に気をつけて。 
（同文にてご投入頂きました） 

 
 
岩本英人 町田国彦 金井直樹 古瀬末雄 
石原輝弥 武井包光 五十嵐敦子 
 
 
飯塚明男 
 花粉症の季節になりました。今年は例年より早

いようです。予防対策はきちんとしましょう。 
 
加藤玄静 
 ２月３日は節分会です。心の鬼を払いましょう。 
 
橋本恒男 
 下山さん、田中さん昨日は大変お世話になりま

した。 
 
 
 
 
 
 

 
野沢章夫 
 佐藤幹事、ポールハリスフェローおめでとうご

ざいます。 
 
温井一英 
 ナターリアがスキーツアーに参加することが出

来ました。ありがとうございます。 
 
田中 克 
 金井福則さん新入会おめでとうございます。歓

迎いたします。(2131 回例会分) 
 
 
 

本日投入金額合計 ４５，０００円 
 
 
 
 
〔出席報告〕     山田喜一 委員 
 
 

 
メーキャップ数 0 枚 

 
 
 
  
 
 
 
 

 
広聴広報委員会  岩本英人・戸谷清一・岩堀 薫 

 
■例会日 毎週木曜日  12:30～13:30   ■例会場 埼玉グランドホテル本庄 

■事務所 埼玉グランドホテル本庄 700 号   E メール honjorc@themis.ocn.ne.jp 

〒367-0041 本庄市駅南 2－2－1      ホームページ     

TEL 0495-22-7522  FAX 0495-22-3571   http://www.globals.jp/hp/HRotary/index.html
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